
 

小中一貫コミュニティ・スクール 

１月２５日（土）ユリックスで，宗像市小中一貫コミュニティ・スクールのフォーラムがありました。 

宗像市は平成１８年度から小中一貫教育の取組を始め，平成２５年度までを第１期，平成２７年度か

ら第２期とし，その取組を重ねてきました。その取組は，義務教育９年間の連続性を大切にしながら，中

学校区を１つの学園とし，共通の教育目標や重点目標を掲げ，学園内の学校が協働的な教育活動を

推進する取組でした。 

そして，令和４年度からは，全市の小中学校（もちろん城山学園も）が，小中一貫コミュニティ・スクー

ルへと発展的に移行しました。この移行は，小中間の「縦のつながり」だけでなく，家庭や地域との「横

の連携」を求めるものです。その目的は，小中一貫教育を推進する学園と学園の校区を基盤とする地

域及び学園の児童生徒が生活する家庭が、学園の運営方針やめざす子ども像を共有し、目標達成に

向けてそれぞれが役割を考え、果たすことで子どもの健やかな成長を促すことです。つまり，学校の子

どもから、地域の子ども・社会全体の子どもへ、学園・家庭・地域総がかりで地域の担い手・未来の担

い手である子どもを育てていくことを目指したものが小中一貫コミュニティ・スクールなのです。 

 

ハーモニーホール前には，各学園の取組がパネルや動画で紹介され，特色ある学校の取組，地域

の取組，家庭の取組を知ることができました。パネル・ディスカッションでは，日の里学園，中央学園，玄

海学園の特色ある地域の取り組みが紹介されました。そこにはコミュニティ・スクールの取組で，児童

生徒が，地域が，家庭が「元気」「笑顔」になる姿がありました。そんなパネル・ディスカッションを通し

て，再確認されたのが「学園共通の目標を学校・地域・家庭が共有すること」の重要性です。 

城山学園の目標は「『なりたい自分』に向かって挑戦し，愛される『ふるさと』を地域とともにつくる

子供の育成」です。 

振り返ると，この一年間，地域が，家庭が，学校が，様々な子供たちの挑

戦を支え，応援してきました。 

吉武コミュニティは「正助さんの寺子屋」「ふれあい広場」「夏まつり」

「交通安全の横断幕」「日帰りキャンプ」「もちつき」「相撲大会」「自転車

安全教室」(２月実施予定)など様々な取組を行いました。また，入学式，卒

業式の写真撮影，見守り隊や八所宮の秋季大祭への参加，長宝寺の見学

なども，地域が子供たちの学びの場をつくり，応援し，育もうとする地域の

皆様の支援です。これらの多くは，宗像市のコミュニティ・スクールが始ま

る前から実施されてきたものです。吉武小学校区は，「地域の子供は地域

で育てる」を合言葉に脈々と受け継がれたコミュニティ・スクールだと思い

ます。 

PTA では，保護者が運営し子供が参加する「吉武ふれあいバ

ザー」に，子供のボランティアを募ったり，自分の作品を売るお店を

募集したりしました。そこには，就学前の子供や下級生のお世話を

したり，お客さんを呼び込み自分の作品を販売したりする姿があり

ました。それも挑戦する姿の１つだと思います。 
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学校では，今年度，中学生との交流

が進みました。学校清掃に「中学生ボ

ランティア」が来てくれました。また，

「子ども大学 学校の日」では，中学校

の吹奏楽部が，小学生の楽器体験を

行いました。 例年行ってきた「ふるさと学習」でも新たな試みがなされました。４年生が地域の防災マ

ップをつくったり，３年生が「むなかた大豆」のよさをＰＲしたりしました。「吉武」に詳しい子供から，自

分達が学んだり調べたりした「吉武」を発信する子供へと育ってきています。 

子供たちの挑戦を支え，応援する吉武小学校のコミュニティ・スクールは確かな前進を続けています。 

 
調べる学習コンクール全国大会 入賞おめでとう！ 
 夏休みに挑戦した「図書館を使って調べる学習コンクール」の全国大会で，吉武小学校の子供が入

賞しました。おめでとうございます。 

優秀賞・図書館振興財団賞 藤山京子さん（４年） 奨励賞 濱口くきさん（５年） 

佳作 末永心紬さん（５年） 佳作 濵口さやさん（５年） 

 
城山学園運営協議会 
 １月３０日（木）城山学園運営協

議会が事務局校である赤間小学

校で開かれました。  

今回の運営協議会では，今年

度の学園経営についての学園の

自己評価を公開しました。今後，そ

の自己評価をもとに委員の皆様

から，学園の自己評価が妥当なも

のかどうか，意見や感想を含め評

価していただきます。（学校関係

者評価） 

  次号では，学園の自己評価，関係者評価の結果をお知らせいたします。 

 

 

 

 

日 曜 行  事  等 

４日 火 お話会（１・２年） 

５日 水 

家庭学習ﾁｬﾚﾝｼﾞ・ｳｨｰｸ 

ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ・ｷｬﾝﾌﾟ（４年） 

来入児入学説明会 

６日 木 城山中学校入学説明会 

７日 金 委員会活動 

１０日 月 

学校の日 

規範意識講演会  

親子レク（４年） 

学級懇談会・PTA役員決め 

日 曜 行  事  等 

１３日 木 
クラブ活動 

クラブ活動見学（３年） 

１４日 金 
SC川西先生来校 

記念樹植樹式（６年） 

１９日 水 親子レク（６年） 

２６日 水 自転車教室（６年） 

２７日 木 吉武プラットフォーム 

２８日 金 委員会活動 

学校評価の流れ 

① １２月の児童生徒，保護者，教職員アンケート 

② ①の設問ごとに，学園が自分たちの教育活動を３段階で評価（A 目標を

達成している。Bおおむね達成している。C達成できていない。） 

③ ②の各設問の結果を，教育目標にかかわる「自立」「挑戦」「かかわり」，

学校の決まりなどの「規範意識」，学園共通の学校運営についての「学園運

営」の５つの項目に整理し，項目ごとの自己評価結果，成果と課題，改善策 

➃ ５つの項目の評価をもとに学園を総合的に自己評価 

⑤ ②～④を運営協議会で報告，説明（１月３０日） 

⑤ 運営協議会の委員による学校関係者評価 


